
第川章学習活動の実態

本章では、平成8年調査に引き続き、仙台市民がどのような学習を、どのような方法・

形態で、どの程度のレベルを目標に行っているのかなど、学習活動の実態を明らかにする

とともに、学習していない市民の阻害要因などを検討する。

1 .学習率

最初に、社会的属性の観点から、学習率について検討する O 今回調査対象となった 20

歳以上の市民のうち、過去 1年間に、学校や予備校以外での、「はっきりと自覚して、何か

を習ったり、練習したり、学習したりした」人の比率は、 40.4%である(表TII-l-1)。

なお、この調査での「学習」には、先生やコーチについて行う学習だけでなく、ひとりで

練習したり、本を読んだり、テレビやラジオ、テープを聞いたりして学ぶなど、さまざま

な方法での学習を含んでいる。さらに、学習内容についても、教養に関する学習、職業に

関する学習、日常生活に関する学習、芸術・芸能・趣味に関する学習、さらには、体育・

スポーツに関する学習も含んでいるo

学習率を前回の平成8年調査の結果と比較するとし7ポイント高い数値であるが、ほぼ

同じと考えていいであろうo また、前回同様、この学習率は男女差があり、女性の方が 7.2

ポイントほど高い。しかし、平成8年調査では 10ポイント以上の差が見られたが、今回は

やや縮まっている。

表川一 1-1 性別にみた学習率 (%) 

今回(平成13年調査) 前回(平成8年調査)

全体 40.4 38.7 

男 36.4 32.4 

女 43.6 43.5 

職業別に見ると、表III-1-2のとおりである。平成8年調査の職業分類とやや異なる

ので、単純に比較はできないが、「勤め(常勤)Jr学生Jr専業主婦」の学習率はやや下が

っているが、「無職」の学習率は上がっているo

年齢別の学習率を見たのが、表III-1-3である。全体として、 35歳----44歳と 55歳以

降での学習率が高くなっているo男性では、高齢期になると学習率が高くなる傾向がある。

女性では、 25歳から 59歳までの年齢層において、男性よりも学習率が高くなっているo

末子の年齢別にみたものが、表III-1-4である。女性の場合、末子年齢が rO--3歳」の

場合、学習率は 28.3%と、低くなっている。女性の学習率がもっとも低いのは末子年齢が

r16----18歳」で 14.3%となっているo 末子年齢が3歳を超えると学習率が高くなる。
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表川 -1-2 職業別にみた学習率 (%) 

勤め(常勤) 35.1 

勤め(非常勤) 38.7 

自営業・自由業 40.6 

家族従事者 *1 50.0 

学生 52.0 

専業主婦 43.7 

無職 48.6 

その他 *2 83.3 

*1実数8に対する比率 *2実数6に対する比率

表川 -1-3 年齢別・性別にみた学習率 (%) 

20-- 25--- 30-- 35-- 40--- 45-- 50--- 55--- 60--- 65-- 70--
年齢

24歳 29歳 34歳 39歳 44歳 49歳 54歳 59歳 64歳 69歳 75歳

全体 36.7 35.4 37.1 44.6 47.0 30.6 34.7 43.3 41. 7 52.7 46.4 

男 37.9 25.8 31.4 36.2 39.3 25.0 23.8 29.4 44.4 61.3 66.7 

女 35.5 41.2 40.7 53.3 52.6 36.1 42.9 61.5 38.1 41. 7 22.2 
一」

表川 -1-4 末子の年齢別にみた学習率 (%) 

年齢 0---3歳 4--6歳 7--12歳 13---15歳 16--18歳 19梯えt
子どもは|

いない

全体 33.7 40.0 39.4 41. 7 37.1 41.5 42.2 

男 42.4 30.8 26.7 37.5 *1 52.4 42.4 29.5 

女 28.3 50.0 48.8 45.0 14.3 *2 40.6 53.4 

*1実数 16に対する比率 *2実数 14に対する比率

居住地区別に学習率を見たものが、表III-1-5であるo 学習率が最も高い地区は泉区

であり、平成8年調査結果と同じである。だが、地区による学習率の差は以前ほど大きく

はなく、ほぼ8ポイントである。

表川 -1-5 居住地区別にみた学習率 (%) 

青葉区 宮城野区 若林区 太白区 泉区

41.5 38.8 40.2 36.6 45.0 
(43.7) (31. 8) (35.5) (31.1 ) (49.4) 

* ( )内は平成8年調査
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次に、社会的属性の観点からではなく、市民の活動や日ご、ろの関心といった個人的属性

の観点から、学習率を分析することにしよう。

日ごろどのようなことに充実感を感じているかを先の章で見たが、その充実感をどのよ

うなときに感じる人が学習活動をしているか、充実感と学習率の関連を見たのが、表1lI-

1-6である。また、第VI章で検討する「ボランティア活動の有無」と学習率の関係を見

たのが、表III-1-7である。

前回の平成8年調査では、学習率が最も高かったのは「ボランティア活動などの社会奉

仕活動をしているとき」というものであったが、今回は「趣味やスポーツに熱中している

とき」が 68.0%で最も高かった。

しかしながら、表III-1-7でわかるとおり、過去1年間にボランティア活動をした人

は、学習率が 63.1%となっており、活動をしなかった人に比べ 25ポイントも差がある。

表川一1-6 充実感を感じるときと学習率の関連 (%) 

充実感を感じるとき 学習率

仕事に打ち込んでいるとき 41.9 

勉強や教養を身につけることに熱中しているとき 68.0 

趣味やスポーツに熱中しているとき 50.6 

ゆったりと休養しているとき 37.0 

家族だんらんのとき 39.5 

友人や知人などと会合・雑談しているとき 42.8 

ボランティア活動などの社会奉仕活動をしているとき 64.4 

その他 42.7 

特にない 18.8 

表川一 1ー 7 ボランティア活動の有無と学習率の関係(%)

ボランティア活動の有無 | 学習率 l 

した 61.9 

しなかった 36.9 
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2. 学習内容

上で見たように、市民の約 4割は学習活動を行っている。これらの学習者がどのような

内容の学習を行っているかを次に検討するo 調査では、現在行っている学習活動を 3つま

で具体的に記入してもらい、集計した結果である。記入された内容を分類し、上位 10位ま

でを掲げたのが、表III-2-1である。表から分かることは、 3つの学習活動を合計する

と、もっとも多くの人が学習している項目は「パソコン」で 19.0%、次が「英語・英会話」

で 6.8%、そして「園芸」の 5.9%である。前回の平成8年調査においては、「書道」と「英

語・英会話」が最も多く、「園芸」や「パソコン」も上位にあった。今回は「パソコン」が大

幅に比率を上げ、「書道」がやや比率を下げているが、全体的にみるとよく行われている学

習内容にはあまり大きな変化は見られない。

比率は学習しているという回答者の中での数値であり、「パソコン」を学んでいる上記の

比率 19.0%は、調査回答者全体の中での比率を求めると、 7.7%になるo この 1年間で学

習したという回答者は 321人であり、学習項目の合計は 454項目であるo すなわち、学習

しているという市民はひとり平均1.-4項目の学習をしていることになる。

これを 41の中項目で分類し上位 10位までを示したのが表1lI-2-2であるo もっとも

比率が高いのは「美術・写真・書道」で 12.1%、以下「資格J(10.6%) r球技J(9.7%) 

「外国語J(8.1%) r個人スポーツJ(8.1%)の)1慎となっているo 性別に分析すると、男性

と女性では、やや学習内容に違いが見られるo 最も多かった「美術・写真・書道」は男性

よりも女性の比率の方が高く、「資格」や「球技」は男性の比率の方が高いことがわかる。

表川 -2-1 学習内容(小項目)ー上位 10位までー (%) 

順位 今回調査 比率 平成8年調査 比率

1 パソコン 19.0 英語・英会話 8.1 

2 英語・英会話 6.8 書道 8.1 I 

3 園芸 5.9 園芸 5.4 

4 料理 5.0 パソコン 5.1 

5 社交ダンス 4.7 ゴノレフ 4.8 

6 書道 4.4 テニス 3.5 

7 水泳 3.1 華道 3.0 

8 ゴルフ 2.8 スキー 2.7 

9 テニス 2.8 料理 2.4 

10 写真 1.9 茶道 2.4 

*複数回答学習者数に対する比率
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表川 -2-2 性別にみた学習内容(中項目)一上位 10位まで一 (%) 

順位 学習内容 全体 男 女

1 美術・写真・書道 12.1 9.9 14.8 

2 資格 10.6 13.0 8.3 

3 球技 9.7 13.7 7.7 

4 外国語 8.1 7.6 9.5 

4 個人スポーツ 8.1 3.8 11.8 

6 園芸・盆栽 7.5 6.9 7.7 

7 音楽 7.2 4.6 8.3 

8 パソコン(趣味) 6.9 8.4 5.9 

9 パソコン(その他) 6.9 7.6 6.5 

10 舞踏、演劇、民俗芸能 6.2 3.8 8.9 

*複数回答学習者数に対する比率

なお、学習内容の傾向を大きく捉えるために表III-2-3には大項目で分類した結果も

示じているが、これを見てもわかるように「芸術・芸能・趣味に関する学習」の比率が特に

高く、次いで「体育・スポーヅに関する学習」と「職業に関する学習」がほぼ同率となってい

るo

表川 -2-3 学習内容(大項目) (%) 

職業に関する学習 21.8 

家庭・日常生活に関する学習 15.0 

教養に関する学習 18.4 

芸術・芸能・趣味に関する学習 54.2 

体育・スポーツに関する学習 22.1 

その他 10.0 
L ーーー

*複数回答学習者数に対する比率

多〈の人が学習している内容(中項目)を年齢別に見ると、表III-2-4の通り、 20代

30代では「外国語」や「資格Jrパソコン・インターネット(職業)J(以下、パソコン(職業))など

が学ばれている。年齢が上がると、趣味的な内容が増えてくる傾向がある。

さらに、ここでは居住地区別の学習内容を見ることにしたい。表III-2-5では、回答

者全体で上位 10位までの学習項目(中項目)を取り上げているが、これが示すように、地区
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によりやや異なった傾向が見受けられる。「資格」に関する学習をしている学習者は宮城野

区や太白区で多く、「美術・写真・書道」の学習は青葉区、泉区で多い。「園芸・盆栽」は

若林区で特に多く見られる。趣味としての「パソコン・インターネット J(以下、パソコン(趣

味))については若林区が多いが、青葉区では少ない。「球技」は宮城野区、太白区に多い

が、「個人スポーツ」は泉区で最も多くなっている。

表111-2-4 年齢別にみた学習内容一上位3位までー (%) 

1位 2位 3位

20--29歳 外国語 (19.6) 資格 (15.7) 球技 (9.8)

30--39歳
パソコン(職業) 外国語 美術・写真・書道

資格 (12.2) 調理・栄養 個人スポーツ (9.5)

40--49歳
パソコン(その他)

資格(17.0) 球技 (9.4)
(18.9) 

50--59歳 舞踏・演劇・民俗芸能 美術・写真・書道 球技 (13.3) 

60--69歳
美術・写真・書道 舞踏・演劇・民俗芸能 調理・栄養

(16.3) (14.3) 園芸・盆栽 (12.2) 

70--75歳
美術・写真・書道 文芸創作

(38.9) 球技 (16.6) 

*複数回答学習者数に対する比率

表川一 2-5 地区別にみた学習内容 (%) 

格資
外黒

3楽田5己
術美 踏舞

園 ノt
球技 個人

ソ. . . コ ス

写7盲可
劇演

盆 、ノ ポ
栽

.-崎、

. . 趣味 ツ そ

量道芝 俗民
の、‘'〆
他

青葉区 8.0 9.1 8.0 18.2 4.5 6.8 1.1 5.7 3.4 13.6 

宮城駆 14.5 6.5 一 9.7 6.5 3.2 6.5 14.5 8.1 4.8 

若林区 8.6 5.7 11.4 5.7 8.6 17.1 14.3 8.6 8.6 一

太白区 14.3 6.3 7.9 4.8 9.5 6.3 12.7 12.7 7.9 6.3 

泉区 8.6 11.4 10.0 15.7 4.3 8.6 5.7 8.6 14.3 2.9 

*複数回答学習者数に対する比率
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3. 学習方法・形態

次に、これまで見てきた学習活動について、仙台市民はどのような学習方法・形態を用

いて学習しているのかを見ることにしよう。表III-3-1は、平成8年調査と同じく、一つ

一つの学習活動の内容について、どのような学習方法・形態で、行っているかを回答しても

らった結果を集計したものである。なお、それぞれの学習内容について、一つに限定する

ことなく、該当する学習方法・形態をすべて選ぶという複数回答方式をとったものである O

表川一 3-1 性別にみた学習方法・形態 (%) 

全体 男 女 平成8特踏

テレビ・ CDなどを利用してひとりで 19.9 19.7 21. 0 *1 

本を利用してひとりで 52.3 66.7 40.3 43.5 

ひとりで練習・けいこ 26.8 34.8 20.5 28.5 

図書館・博物館などを利用してひとりで 10.0 8.3 11.9 4.0 

公共施設の講座・教室 19.0 13.6 23.3 11.8 

民間の講座・教室 22.7 13.6 29.5 21.0 

大学・短大の公開講座 1.6 3.0 0.6 3.0 

大学・短大の正規の授業 2.5 2.3 2.8 *2 

各種学校・専修学校 5.6 6.8 5.1 4.8 

グループ・サークル・団体 30.2 29.5 31.3 35.5 

通信教育 11.2 10.6 12.5 11.6 

個人で先生について 17.1 12.1 18.8 23.1 

その他 5.9 3.0 8.5 5.6 

*複数回答学習希望者数に対する比率

*1平成8年調査では「テレビ・ラジオを利用してひとりでJ(20.2%)と「ビデオ・ CDを利用してひとり

でJ(12.4%)の2つの選択肢に分けている。

*2今回の調査で新たに設けた選択肢。

仙台市民が用いている学習方法として最も多いのは、「本を利用してひとりで」というも

のである。続いて、「グループ・サークル・団体で、」、「ひとりで練習、けいこして」、「カル

チャーセンター・スポーツクラブや民間の講座・教室で」、「テレビ・ラジオ・ CDを利用し

てひとりでJr市民センター・体育館などの公共施設が行う講座・教室で、」となっている。

これらのことから分かることとして、かなり「個人学習」の方法を採用する傾向がある

ということであろう o rグループ・サークル・団体で、」という方法を用いている人は 30%

である。公共の施設や民間の学習施設で講座や学級を利用するという人もいるが、それぞ

れ20%程度であることを考慮すると、学習者が適切に学習方法・形態を選択して学習して

いるといえようo
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今回の結果を平成8年調査と比べると、「本を利用してひとりで」や「図書館などを利用

してひとりで、Jr市民センター・体育館などの公共施設が行う講座・教室」は比率が上昇し

ているが、「グループ・サークル・団体で、」と「個人で先生について」は逆に低下している。

用いている学習方法・形態を性別に見ると、男性では「本を利用してひとりで」が圧倒

的に多く、続いて、「ひとりで練習、けいこして」、「グループ・サークル・団体で、」となっ

ている。女性では、男性と同じく「本を利用してひとりで」というのが最も多いが、次が

「グループ・サークル・団体で、」が多く、それと同じくらいの比率で「カルチャーセンタ

ー・スポーツクラブや民閣の講座・教室で、」というのが用いられているo

年齢別では(表III-3-2)、各年齢層を通じて用いられているのは、「本を利用してひ

とりで」というものである o 70歳以上という高齢者においても、「本を利用してひとりで、」

という学習方法が用いられている。また、「グループ・サークル・団体で、Jrひとりで練習・

けいこして」という方法も、各年齢層で用いられている o r市民センター・体育館など公共

施設が行う講座・教室で」というのが多く用いられるのは、 50歳以降の年齢層においてで

ある。

表川-3-2 年齢別にみた学習方法・形態一上位5位まで一 (%) 

1位 2位 3位 4位 5位

本を利用し ひとりで練 テレビ・ CD 民間の講座・教室通信教育
20--29歳 てひとりで 習 グループ・サークル

(45.1) (33.3) (21.ω (13.7) 

本を利用し グループ・サ テレビ・ CD 図書館など ひとりで練習

30--39歳 てひとりで ークル を利用して 周笥の調亙・教

(63.5) (24.3) (23.ω (21.6) 室 (~.3) 

本を利用し 民間の講 グループ・サ ひとりで練 テレビ・ CD
40--49歳 てひとりで 座・教室 ークル 習

(60.4) (32.1) (30.2) (28.3) (22.6) 

本を利用し グループ・サ 公共施設の講座 テレビ、・ CD ひとりで

50--59歳 てひとりで ークル 個人で先生について 練習 Rs政混鰹・場産
(36.6) (28.3) (26.7) (おlO)

グループ・サ 本を利用し 民間の講 ひとりで練 公共施設の

60--69歳 ークル てひとりで 座・教室 習 講座

(51. 0) (38.8) (32.7) (24.5) (22.4) 

本を利用し ひとりで練習 グループ・サ 個人で先生 公共施設の讃塞

70歳以上 てひとりで ークル について 適諺嫡

(100.0) (61.1) (33.3) (27.8) 

*複数回答学習者数に対する比率
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学習方法・形態を居住地区別に見たのが表III-3-3である。各区とも「本を利用してひ

とりで」という回答が第 1位である。「ひとりで練習・けいこして」という回答も多い。宮

城野区、泉区では「カルチャーセンター・スポーツクラブや民間の講座・教室で、」という

回答が他の区よりも多い。「市民センター・体育館など公共施設が行う講座・教室で」とい

う回答は若林区で多い。

表川 -3-3 地区別にみた学習方法・形態一上位3位まで一 (%) 

地区 1位 2位 3位

青葉区 本訴l周じのとりで(弘7) ひとりで綜習・V7いこして(37.5) グ)トプ・サークル・団~31. 8)

宮城野区 本都l朗しな少とりぜ45.2) グ)トプ・サークル・固有35.5) ひとりで練習・けいこ民閣の講座・教室(22.6)

若林区 材矛l周してひとり司40.0) 個人でデ出こっ，1て(2.8.6) 公共施設の講座・教室(25.7)

太白区 本訴l周しな少とりで(部.6) 次1レープ・サークル・国~36.5) ひとり郡東習・lかこして(払9)

泉区 本湖周しな少とりで(58.3) テレビ・ CDなとを芳l周して ひとり郡東習・lかこして(Z7.8)

*複数回答学習者数に対する比率

さらに、学習内容(上位 10位までの項目)と学習方法との関係を見たものが、表III-3-

4である。学習内容に関わらず「本を利用してひとりで」という回答が多いが、「美術・写

真・書道」の内容については、いろいろな学習方法で学ばれていることがわかる。また、

「舞踏・演劇・民俗芸能」や「球技」については、「グループ・サークル・団体」で、「パ

ソコン(趣味)Jは「公共施設の講座・教室」で、また、「個人スポーツ」は「民間の講座・

教室」で多く学ばれている。

表川 -3-4 学習内容(上位 10位項目)と学習方法との関係一上位3位までー (%) 

1位 2位 3位

美術・写真・書道 本を利用してひとりで ひとりで練習・けいこ 民間の講座・教室(28.2)

資格 本を利用してひとりで(58.8) 適言致甑Z3.5) |躍問明開明細8.8)

球技 次凡戸フ三ザ」クル・聞手{45.1) 民間の講座・教室(29.0) ひとりて業摺・lかこ(25.8)

外国語 本を利用してひとりで(38.5) ひとりで練習・けいこ 民間の講座・教室(15.4)

個人スポーツ 民間の講座、教室(50.0) グ:凡戸フ主トクル・図柄お.1) 個人で噴出こヨ1て(11.5)

音楽 ひとりで練習・けいこ 個人で先生について(39.1) 本訴l朗しな少とりで(26.1)

園芸・盆栽 本を利用してひとりで(56.5) テレビ・CDなとを伊周して(34.8) ひとりで練習・けいこ(30.4)

パソコン(趣味) 公共施設の講座・教室(40.9) 問問とゆ7)Iω欄 l抗 厨 地 縮13

ノでノコン(そ倒的 本を利用してひとりで(40.9) 公共施設の講座・教室(31.8) ひとりで練習・仇立(Z7.3)

雛奇澱u.国径難 タ1トプ・サークル・回者75.0) 本を利用してひとりで 民間の講座・教室(15.0)

*複数回答各学習活動数に対する比率
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4. 学習の目的

ここからは、これまで見てきた学習活動を、どのような目的で、行っているかを明らかに

しておこう O

表III-4-1を見るとわかるように、学習の目的で特に多いのは平成8年調査と同様に

「生きがい・楽しみのため」であり、次が、「健康・体力づくりのためJr芸術・趣味を身

につけるため」となっている。ただし「生きがい・楽しみのため」は平成8年調査と比べ

ると比率がやや低くなっている。一方、「職業・収入のためJr家庭生活をよりよくするためJ

q士会の変化に遅れないため」は比率が上昇している。

表川 -4-1 性別にみた学習の目的 (%) 

職業
格取得資 すよく 庭生家

め 教 つけ 術芸 のた 康健 の 生 知い れ社 そ
養 たき

台つり いろ
な 会 の. 

を

めZ事時身を
め め が いの 他収

る活 高 体力 し、 た変入 sZ の の
五を め づ 楽 め化

たた
め よ る く し 人

め り た り み と 遅

全体 27.4 24.0 22.7 31.5 33.6 34.0 71.0 28.3 19.3 2.5 

男 31.8 25.0 13.6 29.5 34.8 33.3 61.4 26.5 23.5 2.3 

女 23.9 22.2 29.5 33.0 31.8 34.7 79.0 30.7 15.9 2.3 

宅成8縞躍王 22.8 22~6 18.0 31. 7 37.6 37.1 76.1 30.9 9.1 6.4 

*複数回答学習者数に対する比率

性別でみると、男性の場合、「職業・収入のためJr社会の変化に遅れないため」という

回答が女性よりも多い。また、女性の方が男性より多いのは、「家庭生活をよりよくするた

め」などである。

年齢別に学習の目的を見ると、表III-4-2のように、 20代では「職業・収入のため」

という回答が最も多いが、その他の年代では「生きがい・楽しみのため」という回答がも

っとも多い。また、 40代までは「職業・収入のため」という回答は上位にあるが、 50代以

降では 6位以下になる。 50代以降の特徴としては、「いろいろな人と知り合うため」とい

う回答が比較的高い位置にくることであろう o

どのような学習内容をどのような目的で、学んで、いるかを調べるために見たのが、表llI-

4-3である。学習内容(中項目)については件数の多い順に並べてある。

学習内容として最も多い「美術・写真・書道」は、「芸術・趣味を身につけるJr生きが

い・楽しみのため」に学んでいる人が多し'0r資格」については、「資格取得のためJr職業・

収入のため」が多い。また、「球技」は「健康・体力づくりのためJr生きがい・楽しみの

ため」が多く、「外国語」は、「教養を高めるため」が多くなっている。
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表川 -4-2 年齢別にみた学習の目的一上位5位までー (%) 

l位 2位 3位 4位 5位

20 ........ 瑞撲・4又入のため 生きカわ・楽Lみ 資悔説尋のため 蔀 jij・遡来を身に 鰭棄・休かづくり|

のため つけるため のため
29歳 (39.2) (39.2) (35.3) (31.4) (29.4) 

30 -- 生きカわ・楽Lみ 瑞撲・4又入のため 資権&f号のため 教養を高めるた 謝 rr.趨来を期こ

のため め つけるため
39歳 (48.6) (37.8) (36.5) (31.1) (24.3) 

40 ........ 生きカ礼、.楽LAみ 聴撲・4又入のため 教養を高めるた 社会の変化に遅 資額'58尋のため

のため め れないため
49歳 (73.6) (37.7) (37.7) (34.0) (30.2) 

50 ........ 生きカわ・楽しみ 鰭棄・体力づくり いろいろな人と 教養を高めるた 萄荷・趨来を身に

のため のため 知り合うため め つけるため
59歳 (91. 7) (41.7) (38.3) (31. 7) (26.7) 

60 ........ 生きカわ・楽しみ 鰭棄・体力づくり 蔀frr・趨来を身こ いろいろな人と 家庭生活をより
のため のため つけるため 知り合うため ょくするため

69歳 (1∞.0) (窃.1) (49.0) (46.9) (40.8) 

70 -.. 生きカわ・楽lみ 議荷・趨来を期こ 教養を高めるた 鰭棄・休かづくり いろいろな人と
のため つけるため め のため 知り合うため

75歳 (111.1) (72.2) (邸.7) (飴.7) (印.0)

*複数回答学習者数に対する比率

表川 -4-3 学習の内容(上位 10項目)と学習の目的の関係 (%) 

職業
格取得資

ため 庭家生
教養高めを

ける 術芸めた 康健めた 生きえいいた 社会
そ

るろ の. . . が し1めの 他
収

活をよく 趣味身を
体力つ

し、
なろ イ油タ七ζ 可

入 の . 
の た る

楽し 人と
た め た く 遅
め す め り み

」z出企z』z 
れ

る つ の の な

美術・写真・書道 10.3 15.4 12.8 30.8 69.2 12.8 66.7 20.5 2.6 2.6 

資格 38.2 88.2 26.5 一 一 14.7 2.9 11.8 

球技 3.2 3.2 3.2 3.2 16.1 93.5 64.5 41.9 一 一

外国語 23.1 15.4 3.8 61.5 19.2 一 15.4 11.5 11.5 

個人スポーツ 一 3.8 3.8 一 7.7 92.3 30.8 19.2 一 3.8 

音楽 4.3 8.7 13.0 8.7 60.9 13.0 78.3 34.8 8.7 4.3 

園芸・盆栽 4.3 56.5 8.7 43.5 17.4 87.0 21. 7 一 一

パソコン(趣味) 一 4.5 31.8 27.3 4.5 4.5 63.6 4.5 59.1 

パソコン(その他) 45.5 18.2 22.7 22.7 9.1 一 50.0 13.6 86.4 

観音・憾リ・周径難 一 一 20.0 70.0 65.0 45.0 一 一ー l 

*複数回答 各学習活動数に対する比率
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5 . 目+票とするレベル

次に、学習をする際の目標とするレベルについての考えを見ょう o 表III-5-1のよう

に、全体としては、「入門よりやや高しリあるいは「専門的」レベルを目標としている人が多

い。なお、平成8年調査と比べると「入門よりやや高しiJの比率は低下し、「専門的」は上昇

している。また、性別でやや差があり、男性では「入門よりやや高いJr専門的」が女性よ

り多く、逆に、女性では「入門程度」が男性よりも多くなっている O

表川一 5-1 性別にみた目標とするレベル (%) 

入門程度
入門より

専門的
目欄まない・

やや高い わからない

全体 25.9 51.1 48.9 14.0 

男 19.7 53.0 53.8 9.8 

女 30.7 45.5 44.3 17.6 

平成8弔庖査 28.5 63.2 42.5 11.6 

*複数回答学習者数に対する比率

年齢別に目標とするレベルを見ると(表凹-5 -2)、「専門的」を求めるのは若い世代

に多い。特に 30代では 71.6%となっている。 50代以降は「入門よりやや高い」ところを

目標としている。

表川 -5-2 年齢別にみた目標とするレベル (%) 

入門程度
入門より

専門的
目欄まない・

やや高い わからない

20--...29歳 27.5 25.5 56.9 17.6 

30--...39歳 21.6 28.4 71.6 14.9 

40--49歳 39.6 43.4 56.6 7.5 

50--59歳 23.3 70.0 28.3 21. 7 

60--69歳 22.4 85.7 30.6 8.2 

70歳以上 22.2 94.4 27.8 16.7 

*複数回答学習者数に対する比率

学習内容として多かった上位 10項目(中項目)について、目標とするレベルを見ると、

表llI-5 ~ 3のようになった。学習内容として多かった「美術・写真・書道」では、「入門

よりやや高し、」と「専門的」が同じ比率である。「音楽」についても、同じ傾向がある。ま

た、「資格」では「専門的」が多く、その他の内容では「入門よりやや高しリレベルが目標

となっている。
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表川 -5-3 学習内容(上位 10項目)と目標とするレベル (%) 

入門程度
入門より

専門的
目槻まない・

やや高い わからない

美術・写真・書道 13.2 39.5 39.5 7.9 

資格 11.8 8.8 79.4 0.0 

球技 6.9 48.3 27.6 17.2 

外国語 19.2 38.5 30.8 11.5 

個人スポーツ 28.0 44.0 8.0 20.0 

音楽 13.0 39.1 39.1 8.7 

園芸・盆栽 17.4 47.8 17.4 17.4 

パソコン(趣味) 22.7 63.6 13.6 0.0 

パソコン(その他) 22.7 45.5 27.3 4.5 

舞踏・演劇・民俗芸能 10.0 55.0 10.0 25.0 

*各学習活動数に対する比率

学習の目的と目標とするレベルの関係は、表III-5-4のようである。「職業・収入のた

め」や「資格取得のため」という学習目的の場合、「専門的」なレベルが目標とされる。ま

た、「教養を高める」という学習目的では、「入門よりやや高い」レベルと「専門的」レベ

ルが同数である o r教養を高める」という目的の場合、一通り分かればよい・できればよい

という場合と、極めたいという場合があることが予想される。

表川 -5-4 学習の目的と目標としたいレベル (%) 

入門程度
入門より

専門的
調まない・

やや高い わからない

職業・収入のため 14.8 20.5 62.5 2.3 

資格取得のため 5.2 11. 7 77.9 5.2 

家庭生活をよくするため 20.8 51.4 19.4 8.3 

教養を高めるため 16.2 39.4 39.4 5.1 

芸術・趣味を身につける 12.1 43.0 34.6 10.3 

健康・体力づくりのため 18.1 48.0 19.0 14.3 

生きがい・楽しみのため 15.1 44.4 31.6 8.9 

いろいろな人と出会える 10.3 56.3 23.0 10.3 

社会の変化に遅れないため 22.6 41. 9 30.6 4.8 

その他 *1 37.5 一 37.5 25.0 

*各学習活動数に対する比率 *1実数8に対する比率
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6. 学習を阻害する要因

ここでは、学習を阻害する要因として、学習をしていて図った乙と、および、学習をし

なかった理由の、二つについて検討するo

( 1 )学習をしていて困ったこと

学習をしていて困ったことについては、表III-6-1のように平成8年調査とほぼ同じ

結果が見られた。もっとも多カ追ったのは、「費用がかかりすぎる」というもので、続いて、

「開講時聞が合わないJr学習場所が速し'IJなどとなっている。平成8年調査とやや差が生

じていたのは「仲間がいない」で、今回の比率の方が高い。

それぞれの理由を性別に見ると、「費用がかかりすぎる」というのは、男性よりも女性の

方が理由としてあげている人が多い。「開講時聞があわなし'IJについても女性の方が多い。

一方、男性の比率の方が高いのは、「設備が十分で、なしリ「適当な講師・指導者がいない」

などである。

表111-6-1 性別にみた学習していて困ったこと

費用がかかりすぎる

学習場所が遠い

開講時間があわない

仲間がいない

設備が十分でない

適当な講師・指導者がいない

開館時間が合わない

必要な情報が入手できない

子供に手がかかって集中できない

希望に合う講座がない

相談相手・場所がない

外に出ること自体がたいへん

外に出ることがいや

その他

*複数回答学習者数に対する比率

*1今回の調査で新設した項目

全体

25.2 

13.1 

14.6 

12.5 

6.9 

5.6 

5.3 

8.7 

7.5 

10.6 

7.5 

2.8 

1.2 

11.2 

男

18.9 

12.9 

9.1 

13.6 

11.4 

8.3 

5.3 

5.3 

4.5 

7.6 

7.6 

0.8 

一

11.4 
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(%) 

女 平成8年調査

31.3 28.8 

13.1 14.5 

18.8 15.1 

10.8 7.5 

4.0 5.1 

2.8 9.4 

5.1 3.5 

10.8 8.6 

10.2 6.5 

13.6 8.3 

6.8 6.7 

4.0 本1

2.3 *1 

10.2 7.0 



年齢別で見ると、表III-6-2のとおりである o 60歳を超えると、「学習場所が遠い」

という回答が最も多く、次が、「設備が十分でなしリとなっているo高齢者にとって学習し

やすい環境が確保できるかどうかが、重要な要因であるといえようo

40代までの困ったこととしては、二番目に「開講時聞が合わない」ことがあげられてい

る。勤労世代にとって、開講時間がネックであることが見て取れる。また、 30代では「必

要な情報が入手できない」ということも 4位となっており、こうした問題も大きいといえ

るo

表川 -6-2 年齢別にみた学習していて困ったこと一上位5位までー (%) 

1位 2位 3位 4位 5位

20-- 費用がかかり 開講時聞が合わない

/ ~ 29歳
すぎる 仲間がいない

(39.2) (17.6) 

30-- 費用がかかり 開講時間が合わない子どもに手 情報が入手で 学習場所が遠

39歳
すぎる がかかって集中できない きない し、

(31.1) (20.3) (16.2) (14.9) I 

40-- 費用がかかり 開講時聞が合 仲間がいない 希望に合う内容

49歳
すぎる わない その他 の講座がない

(28.3) (18.9) (15.1 ) (13.2) 

切~ 費用がかかり その他 開講時聞が合わない 学習場所が遠い

59歳
すぎる 希望に合う内容の講座がない

(25.0) (15.0) (13.3) 

60-- 学習場所が遠 設備が十分で 費用がかかりすぎる

~ し、 ない 仲間がいない
69歳 (16.3) (14.3) (10.2) 

70-- その他 学留嘉戸肋漣い謝蔚が十分でない 費用がかかりすぎる指導者がい

'百歳
仲間がいない ない外出すること自体が大変

(22.2) (16.7) (11.1) 

*複数回答 学習者数に対する比率 10%以上のもののみ掲載

職業別にみた場合の、学習していて困ったことは表III-6-3の通りである。「勤め(常

勤)Jにとって、多いのは「費用がかかりすぎるJr開講時聞が合わなしlJである。同じ勤

めで、あっても「勤め(非常勤)Jの場合は、「費用がかかりすぎる」の比率がやや高くなる

ことに加えて、いくつもの困ったことがあげられている。専業主婦の場合、費用の問題に

続いて、「子どもに手がかかる」が多い。

さらに、末子の年齢との関係で見ると、表III-6-4のように、子どもの年齢が中学を

卒業する年齢になると「子どもに手がかカミる」という人はいなくなる。子どもの年齢が r19

歳以上」という自立した子どもを持つ年齢になると、「費用がかかりすぎる」という問題や、

「学習場所が遠しlJr仲間がいない」という問題があげられるようになるo
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表川 -6-3 職業別にみた学習していて困ったこと (%) 

費

場所学習が 開講時聞が
仲間が

備設
適な当

館開時間が

必
供子 希亡母

相談相
タト タも そ

用

報要情な

の
が カS 出 出 他
カ￥ し、

分十 講師 手が
J口K 手 る る

カミ な

座講がう

、? 、F

」ー にー

すぎり
ユ、=昼tユ

あわな
し、 で . 

あわな
カ3 か

場所が 体自と
と

し、 な

指導者が
入手

カミ が
し、 る し1

る し、 し1 で な な カ3 や

なき
い し、

大変い
な し、
い

勤め(常勤) 28.2 11.8 23.6 14.5 8.2 8.2 10.0 9.1 9.1 11.8 7.3 0.9 一 8.2 

製版期動) &J.4 15.2 17.4 15.2 10.9 2.2 4.3 13.0 2.2 15.2 2.2 6.5 一 13.0 

自営業・自由業 17.9 10.7 10.7 3.6 7.1 7.1 一 3.6 7.1 10.7 14.3 10.7 

家族従業者*1 一 25.0 25.0 一 25.0 25.0 50.0 25.0 一 25.0 25.0 

学生 41.7 8.3 8.3 16.7 8.3 8.3 8.3 一 8.3 一 一 8.3 

専業主婦 72.7 10.6 6.1 3.0 1.5 一 3.0 4.5 16.7 4.5 1.5 1.5 3.0 15.2 

無職 Zl.8 22.2 5.6 72.2 11.1 2.8 5.6 一 19.4 16.7 5.6 5.6 5.6 

その他*2 一 20.0 一 2.0 20.0 一 20.0 一 一 20.0 

*複数回答学習者数に対する比率

*1実数4に対する比率 *2実数5に対する比率

表川 -6-4 末子の年齢別にみた学習していて困ったこと (%) 

費

書所学 講時聞が開
仲が間 備設が

適

館時開聞が

必 供子 三布亡〉E定<.書

相相談手

タト タト そ

用が
講師な当

情報要なが

の

出る
出 他

カミ し、
十分 手が 座メ講がう仁合ヨ、

る
カ￥ な . 、雪F ‘τ，.. 

ι- 」ー

すぎり

ユ、ニ塁土ユ あ い で . 
わあな

カコ
場所が

体が大変と自

と
し、

わな
な

指導者が
入手

か が
い る し、

る い い で な な や

なき
し、 し1

い
な し、
し、

0-3歳 13.8 10.3 6.9 3.4 6.9 3.4 3.4 51.7 10.3 10.3 3.4 一 13.8 

4-6歳 35.0 5.0 10.0 10.0 5.0 5.0 20.0 25.0 5.0 10.0 5.0 5.0 10.0 

7-12歳 35.7 14.3 17.9 7.1 7.1 7.1 14.3 10.7 10.7 21.4 14.3 7.1 3.6 

13-15歳 20.0 20.0 6.7 20.0 6.7 6.7 一 6.7 6.7 2Jj.7 6.7 一 6.7 

16-18歳 お.1 15.4 15.4 一 一 7.7 一 一 一 一 一 一 一 15.4 

19歳以上 15.0 15.0 9.3 11.2 7.5 4.7 2.8 4.7 一 6.5 6.5 1.9 0.9 15.0 

いない 39.4 14.9 23.4 17.0 9.6 5.3 7.4 12.8 一 13.8 6.4 1.1 2.1 7.4 

*複数回答学習者数に対する比率
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居住地区別で見ると(表III-6-5)、いずれの地区で、も費用の問題があげられている O

続く二番目の問題として、「青葉区」では、「開講時闘が合わないJr希望に合う講座がない」

などが多くあげられている。「宮城野区」では、「イ中闘がいない」や「子どもに手がかかる」

が多い。「若林区」では、「開講時闘が合わないJr学習場所が速しiJがあげられている。「太

白区」では、「開講時闘が合わないJr仲間がいなしリが多く、「泉区」では、「学習場所が

遠い」が多くなっている。

表川 -6-5 居住地区別にみた学習していて困ったこと (%) 

用費

所遠学習場が
講時開闘が

仲カ間ヨ 備設が
適

館時聞が開

必
供子に

望希
相相談

外 外 そ

講師な当
要情報がな

の
が 出 出 他
か し1

分十 手が
ノ座講がEつ企Ih 

手 る る
カコ な . 、τ， ‘ヲ，

~ ~ 

すぎり
わあ

し1 で . 
わあ

カユ
所場が

体大変がと自

がとし1 な

望者が
入 カユ

な し、 な 手 る し1
る し1 し1 で な な や

なき
し、 し1

し1
な し、
し1

青葉区 34.1 10.2 17.0 13.6 9.1 5.7 6.8 13.6 3.4 14.8 6.8 3.4 2.3 6.8 

宮城閉玄 17.7 9.7 9.7 11.3 6.5 3.2 4.8 4.8 11.3 4.8 6.5 1.6 一 9.7 

若林区 2.5.7 20.0 22.9 8.6 5.7 8.6 一 5.7 5.7 2.9 8.6 一 17.1 

太白区 20.6 11.1 14.3 14.3 6.3 6.3 9.5 9.5 6.3 14.3 7.9 3.2 1.6 9.5 

泉区 25.0 18.1 12.5 12.5 5.6 5.6 2.8 6.9 11.1 11.1 8.3 4.2 1.4 15.3 

*複数回答学習者数に対する比率

( 2 )学習をしな力、った理由

二つ目の学習阻害要因として、学習をしなかったと回答した人を対象に、その理由を見

ることにするo

表III-6-6を見るとわかるようにもっとも多い理由は「忙しくて時聞がなしiJである

が、平成8年調査と比べると若干減って 50%を割っている。この理由以外では「費用がか

かりすぎるJrきっかけがつカコめないJr特に理由はない」が2割前後を占めている。

性別で見ると、男女とも「忙しくて時聞がない」という回答が最も多いが、二番目の理

由がやや異なるo 男性では、「きっカ斗けがつかめなしiJが 23.5%となっているo女性では、

「費用がかかりすぎる」があげられている。「きっかけがつかめない」という回答率は、男

性の方が女性(17.3%)より多くなっている。
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表川 -6-6 性別にみた学習しな力、った理由

そ
近く 一 費 J忙 な学

つ 品者 用 し い習し、
が く のつ

適な当
す カ=

がて時闘

機、ー'
¥.-

仲が間る

カコ

好がきと

izbzz 、

すぎり
や

も 場
の 無
カ3 し、 る し、 所

でな な な
カ3

し、 い わ
し、 カ=

ら

全体 8.0 16.3 7.0 21.5 47.2 8.0 

男 10.6 17.3 8.4 20.4 46.9 8.8 

女 5.5 15.9 4.5 22.7 46.8 6.8 

平成8年調査 5.3 18.7 8.3 21.0 51.0 11.5 

*複数回答学習していない人の数に対する比率

*1今回の調査で新設

(%) 

な家 き い何 タト 外 特 そ
い族 つ のを の

や カミ かど 出
出る

理は由
他

1競 け わの る
カ3 かよ

、ー~ ‘宅，

場 ¥.- ¥.-

の つ なら JノR 

体大変自と

と な

理 カ=
好がき

し1

めな
いに

自卒 寸品主;;

が し、 習
でなf日 し

ら て し、
れ い

2.0 20.4 8.3 4.8 3.9 19.3 8.3 

1.8 23.5 11.9 1.8 4.0 21.2 4.0 

2.3 17.3 4.1 7.7 3.6 16.8 12.7 

1.6 22.8 9.3 *1 本1 18.5 6.5 

年齢別に学習しなカコった理由を見ると、表III-6-7のように、 40代までは「忙しくて

時闘がなllJという回答が多い。50代では、「きっかけがつカコめなしリ、 60歳以上になると、

「特に理由はなしlJが最も多くなっている。

表川 -6-7 年齢別にみた学習しなかった理由 (%) 

そ
近く 一 費 I忙

ない学習 ない 族家や
き

いの何を タト タト 特 そ
つ 緒 用 し つ

他のい が く の カミ かど 出 出 王里
つ

適な当
す カ通

無て時聞が

機;z::s; 職場
け

わかのよ
る る は由、F

る カミ カ3 ‘ぢ~ .，.. 
¥.- ¥.- ¥.-

と 仲 り

所場がや

の つ なら によう

体大変自と

と 無
が も

聞が すぎ 玉里 カミ
好がき

し、

好き の
解が

め い学習カ3 い る し、 な

でな な な わ 千田 い し でなし1 い カ= ら て
い ら れ し、 い

20-29歳 9.9 Z7.5 6.6 25.3 51.6 12.1 1.1 14.3 8.8 1.1 17.6 8.8 

30-39歳 3.8 6.6 5.7 31.1 印.4 6.6 1.9 16.0 1.9 4.7 3.8 10.4 11.3 

40-49歳 8.2 14.1 5.9 24.7 54.1 4.7 3.5 21.2 8.2 3.5 3.5 16.5 7.1 

50-59歳 10.0 16.7 7.8 13.3 36.7 8.9 1.1 38.9 10.0 5.6 5.6 24.4 5.6 

60-69歳 11.8 25.5 3.9 7.8 23.5 5.9 2.0 11.8 17.6 9.8 5.9 29.4 9.8 

70-75歳 5.0 10.0. 10.0 10.0 25.0 10.0 一 10.0 5.0 15.0 5.0 35.0 5.0 

*複数回答 学習していない人の数に対する比率
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職業別では(表III-6-8)、勤め(常勤)の場合には「忙しくて時闘がない」が6割弱、

学生の場合には「費用がかかりすぎる」が4割弱を占めているoまた、自営業・自由業の 3割

カsr特に理由はない」と回答している。

表川 -6-8 職業別にみた学習しな力、った理由

そ
近く

一
用費

J忙 な学
つ 緒 し い習
し、 が く の
つ 適 す か て 機
、.，...

な当
仲間がる

カ=
時間が

JZh2Z • L. 

と
すぎり

や
カミ も 場
女き子 の 無 所

がな
し、 る し1

で な が

な し1 し1 わ

し1 カコ
ら

設副鴬劫) 7.5 18.1 8.5 23.6 58.8 9.5 

製倒期動) 10.0 12.9 一 28.6 44.3 2.9 

自嘗業自由業 2.5 7.5 5.0 10.0 47.5 7.5 

家路静香事1 25.0 一 一

学生 15.4 15.4 15.4 38.5 46.2 15.4 

専業主主帯 7.3 18.3 6.1 18.3 36.6 8.5 

無職 13.9 22.2 8.3 13.9 13.9 5.6 

そo.x也記 一 一 1∞ 
*複数回答 学習していない人の数に対する比率

*1実数4に対する比率 *2実数1に対する比率

7. 学習のきっかけと学習情報の提供

な家
い族

や
職
場
の
理
解
カミ

千号
ら
れ

2.5 

4.3 

2.5 

一

一

一

(%) 

き い何 外 外 特 そ
てコ のを の
カ通 かど 出 出

理無は由

他
け わの る る
が かよ

、宅.. 、宅.. 

L. L. 

つ らう

体大変自と

と
カミ なに カS し1

め い学 女き子
な
し1

沼自刃

で
し な
て し、
し1

24.6 10.1 1.0 4.0 15.6 4.5 

22.9 4.3 2.9 2.9 21.4 8.6 

7.5 7.5 5.0 5.0 ll.O 7.5 

25.0 一 一 一 50.0 

15.4 15.4 7.7 7.7 

13.4 6.1 11.0 4.9 17.1 15.9 

25.0 8.3 16.7 2.8 33.3 5.6 

一 一 l∞ 

次に、市民がどのような情報をきっかけとして学習活動に向かうか、また、どのような

情報源から学習機会を見出そうとしているかを見てみよう o 学習のきっかけは、表III-7

-1に見られるとおり、平成8年調査よりも比率を落としているが「知人・仲間の話」が

飛びぬけて多い。続いて、「テレビ・ラジオ・新聞・週刊誌Jrチラシ・ポスター」である。

「市政だより」や「施設のお知らせ」はいずれも 10%程度であるが、平成8年調査と比べ

ると若干増えている。

学習をしなかった人の理由は既に分析したが、では、学習をしなカ斗った人は、学習機会

選択のための情報源としての市政だよりを、どの程度目を通しているのであろうか。それ

を見たのが、表III-7-2である。この中で、「学習の機会や場所がわからない」と回答し

ている市民の 40.5%は「毎回読む」と回答しているo

29 



表川一 7-1 学習のきっかけ

市政だより

施設のお知らせ

民間の情報誌・タウン誌

テレビ・ラジオ・新聞・週刊誌

チラシ・ポスター

町内会の回覧版

市民センターなどの情報コーナー

ホームページ

知人・仲間の話

その他

*複数回答学習者数に対する比率

*1今回の調査で新設した項目

(%) 

今回調査 平成8年調査

10.6 6.2 

12.1 4.3 

11.2 9.4 

19.6 24.2 

13.1 9.9 

3.1 1.1 

4.4 2.7 

3.1 キ 1

48.3 55.4 

31.5 30.9 

表川一 7-2 学習をしな力、った理由と市政だよりを読む頻度

毎回読む 毎Eではな あまり読

いカ警灘3 まない

そういうことが好きではない 13.5 43.2 24.3 

近くに適当なものがない 34.7 41.3 14.7 

一緒にする仲間がいない 25.0 40.6 45.6 

費用がかかりすぎる 33.3 31.3 23.2 

忙しくて時闘がない 29.0 35.0 22.6 

学習の機会や場所がわからない 40.5 35.1 13.5 

家族や職場の理解が得られない 22.2 55.6 11.1 

きっかけがつかめない 31.9 41.5 14.9 

何をどのように学習していいのかわからない 23.7 44.7 13.2 

外に出ること自体大変 40.9 40.9 9.1 

外に出ることが好きで、ない 27.8 16.7 27.8 

特に理由はない 23.6 36.0 14.6 

その他 42.1 13.2 21.1 

30 

(%) 

まったく

読まない

18.9 

9.3 

18.8 

12.1 

13.4 

10.8 

11.1 

11. 7 

18.4 

9.1 

27.8 

16.9 

23.7 



8. 社会教育施設の利用

仙台市内には公共・民聞の学習施設がたくさん存在するようになった。また、学習に利用

できる施設ということになればさらにその数は増えるが、依然として市民の学習活動に対

する社会教育施設の役割には大きいものがあるo そこで、最後に、市民の社会教育施設の

利用について見ておくことにしたい。

表IIl-8-1は利用経験と今後の利用希望を示している o 11の社会教育施設のうち、利

用経験をもっ人の比率は、図書館の約 6割が一番高く、次いで市民センタ一、博物館、科

学館、体育館・グラウンドがほぼ同じで 5割弱となっているo調査時で開館半年あまりとい

うせんだいメディアテークも、利用経験者は約2割であった。男女別で見ると、利用経験

者は男性よりも女性の方が多く、市民センターや図書館では 10ポイント以上の差が生じて

いる。

一方、利用経験がない人の場合でも、泉岳少年自然の家や体育館・グラウンドを除き利

用希望者が多く、地底の森ミュージアムやせんだいメディアテークでは全体の 4割以上が

今後利用したいと回答している。なお、これらの施設を知らないという人は、一番多いせ

んだいメディアテークでも 16.5%であり、社会教育施設の存在は、多くの市民に知られて

いるといえるo

経験あり 経験なし・ 経験なし・ 施設を知ら
不 明希望あり 希望なし ない

全体 全体 全体 全体 全体
男|女 男 1女 男!女 男!女 男|女
46.0 25.2 16.9 6.0 5.9 

市民センター
39.1152.0 27.0124.0 21.8113.1 5.815.9 6-:-3T5~ 

60.6 24.1 9. 1 1.8 4.5 
図書館

11 ~-317. 4 1.411.7 5.0 14.0 
48.4 30.6 11.5 3.1 6.4 

博物館
45.5152.2 33.9127.5 12.1111.4 3.012.7 5.516.2 

46.6 29.7 13.2 3.4 7.1 
科学館

46.3148.3 3T--:-T128.2 fz-. 7114.4 3.313.2 6.615.9 
40.4 31.5 15.0 4.0 9. 1 

天文台
36.9145.0 31.7130.7 18.2112.6 3.9 1 4.0 9.417.7 

23.8 32.5 22.0 11. 5 10.2 
こども宇宙館

21 . 2 I27.2128AJ3(f:T12 6 . 2118 • 3 ~r-!L 9 110.11_8 __ 4 
29.3 27.1 27.5 6.8 9.3 

泉岳少年自然の家
30.0129.7126. 7Tz7. 5127 .~J27.lilL__Lr6. 9 1 9. 1 1 8. 7 

25.4 37.4 17.9 9.7 9.6 
歴史民俗資料館

24.8125.5137.7137.9117.9118.3110.219.219.419.2 

地底の森ミュージアム
12.2 46.5 16.4 14.2 10.7 

14.61 9. 7 142 ~4 Tso--:-il17 . 1116.3115. 7113. 1110.2110. 1 

せんだいメディアテ-~
19.0 41.7 12.6 16.5 10.2 

t7u.n21 . 3139 • 9143 . 8114 . 6 rro:-g I Uf. 2-n 4 . 9 1T6~ 2 r 9. 2 

体育館・グラウンド
46.1 23.0 20.2 3.5 7.2 

45.2147.512亘 120.8119.8121. 5lz-.u~(1 4.2 1 7.4 1 5.9 
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